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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アメリカの金融政策の正常化、原油価格下落の影響や中国・

アジア新興国等の景気減速のリスク要因はありますが、政府による経済政策や金融政策により、好調な企業収益を

設備投資や賃上げ・雇用環境の改善につなげることによって、緩やかな景気の回復基調が続くと期待されます。 

当社グループの主要事業であります建設業におきましては、公共投資は前年に比べると減少傾向ですが高水準を

維持しております。また、民間設備投資は企業収益の改善を背景に、雇用・所得環境の着実な改善及び金融環境の

緩和にも支えられ緩やかに増加すると見込まれます。 

 このような情勢下におきまして、当社グループを挙げて積極的な営業活動を行いました結果、売上高が107,022

百万円（前年同期比15.3％増）、売上総利益が10,155百万円（前年同期比49.9％増）となりましたことから、営業

利益が6,873百万円（前年同期比93.1％増）、経常利益が6,783百万円（前年同期比80.5％増）となり、親会社株主

に帰属する四半期純利益は4,142百万円（前年同期比29.4％増）となりました。

 なお、当社グループの主たる事業である建設事業におきましては、契約による工事の完成引渡しが第４四半期連

結会計期間に集中しているため、第４四半期連結会計期間の完成工事高が著しく多くなるといった季節的変動があ

ります。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、前連結会計年度末に比べ、現金預金が13,778百万円増加し、受取手

形・完成工事未収入金等が9,793百万円減少したこと等により、資産合計は3,057百万円増加した112,243百万円と

なりました。

 負債の部は、前連結会計年度末に比べ、支払手形・工事未払金等が3,425百万円、短期借入金が3,400百万円減少

し、預り金が2,126百万円増加したこと等により、負債合計は6,320百万円減少した71,083百万円となりました。純

資産の部は前連結会計年度末に比べ、資本金が2,708百万円、資本剰余金が2,708百万円、利益剰余金が3,917百万

円増加したこと等で41,159百万円となり、自己資本比率は36.3％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年11月13日発表の通期の連結業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主

持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計

年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っています。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 16,307 30,085 

受取手形・完成工事未収入金等 68,257 58,463 

未成工事支出金等 888 1,400 

短期貸付金 25 20 

繰延税金資産 556 424 

その他 8,968 7,521 

貸倒引当金 △176 △145 

流動資産合計 94,827 97,770 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 5,098 5,046 

機械、運搬具及び工具器具備品 8,774 9,086 

土地 5,150 4,983 

リース資産 160 162 

建設仮勘定 2 5 

減価償却累計額 △11,614 △11,665 

有形固定資産合計 7,571 7,618 

無形固定資産 137 144 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,406 5,843 

長期貸付金 102 82 

破産更生債権等 15 584 

繰延税金資産 102 93 

その他 1,646 896 

貸倒引当金 △622 △791 

投資その他の資産合計 6,649 6,708 

固定資産合計 14,358 14,472 

資産合計 109,185 112,243 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 43,558 40,132 

短期借入金 8,400 5,000 

未払法人税等 1,682 1,343 

未成工事受入金 6,667 6,047 

預り金 6,829 8,955 

完成工事補償引当金 272 364 

賞与引当金 349 5 

工事損失引当金 661 358 

その他 624 522 

流動負債合計 69,045 62,729 

固定負債    

繰延税金負債 602 652 

訴訟損失引当金 81 112 

退職給付に係る負債 6,232 6,226 

その他 1,443 1,362 

固定負債合計 8,359 8,354 

負債合計 77,404 71,083 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,321 9,030 

資本剰余金 5,246 7,955 

利益剰余金 18,931 22,849 

自己株式 △153 △163 

株主資本合計 30,346 39,671 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,341 1,430 

繰延ヘッジ損益 87 74 

為替換算調整勘定 △13 △24 

退職給付に係る調整累計額 △466 △402 

その他の包括利益累計額合計 947 1,077 

新株予約権 183 183 

非支配株主持分 302 226 

純資産合計 31,780 41,159 

負債純資産合計 109,185 112,243 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 92,830 107,022 

売上原価 86,055 96,866 

売上総利益 6,775 10,155 

販売費及び一般管理費 3,216 3,281 

営業利益 3,559 6,873 

営業外収益    

受取利息 6 7 

受取配当金 49 68 

為替差益 193 － 

その他 87 87 

営業外収益合計 337 163 

営業外費用    

支払利息 57 43 

支払保証料 42 52 

為替差損 － 90 

その他 38 68 

営業外費用合計 137 254 

経常利益 3,758 6,783 

特別利益    

固定資産売却益 19 7 

訴訟損失引当金戻入額 123 － 

その他 8 1 

特別利益合計 151 8 

特別損失    

固定資産除売却損 0 10 

訴訟関連損失 74 363 

その他 0 0 

特別損失合計 74 374 

税金等調整前四半期純利益 3,835 6,417 

法人税、住民税及び事業税 731 2,194 

法人税等調整額 △40 155 

法人税等合計 691 2,350 

四半期純利益 3,143 4,067 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △57 △74 

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,200 4,142 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 3,143 4,067 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 183 89 

繰延ヘッジ損益 68 △12 

為替換算調整勘定 19 △10 

退職給付に係る調整額 65 64 

その他の包括利益合計 337 129 

四半期包括利益 3,480 4,197 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,537 4,272 

非支配株主に係る四半期包括利益 △57 △74 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成27年７月13日開催の取締役会決議に基づき、第２四半期連結会計期間において公募による新株式発行

並びにオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関する第三者割当による新株式発行を行い、資本金が

2,708百万円、資本剰余金が2,708百万円増加いたしました。この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金

が9,030百万円、資本剰余金が7,955百万円となりました。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注２）   土木事業 建築事業 その他の事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 44,554 46,363 1,912 92,830 － 92,830 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 6 277 283 △283 － 

計 44,554 46,370 2,189 93,114 △283 92,830 

セグメント利益又は損失

（△） 
2,628 1,055 △131 3,552 6 3,559 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額6百万円は、セグメント間取引消去です。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

 

  当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結損益 
計算書計上額 

（注２）   土木事業 建築事業 その他の事業 計 

売上高            

外部顧客に対する売上高 52,005 53,076 1,940 107,022 － 107,022 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
－ 6 469 476 △476 － 

計 52,005 53,082 2,409 107,498 △476 107,022 

セグメント利益又は損失

（△） 
4,165 2,860 △145 6,881 △7 6,873 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△7百万円は、セグメント間取引消去です。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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４．補足情報

（１）四半期個別受注の概況

個別受注実績                  （単位：百万円）

  受 注 高    

28年３月期第３四半期 70,691 △33.1%    

27年３月期第３四半期 105,708 29.1%    

                 

（注）１．受注高は、当該四半期までの金額です。 

   ２．パーセント表示は、対前年同四半期増減率を示します。 

 

（参考）受注実績内訳                                （単位：百万円）

区   分 
平成27年３月期 

第３四半期累計期間 

平成28年３月期 

第３四半期累計期間 
比較増減 増減率 

建 

設 

事 

業 

土 

木 

 国内官公庁 52,251  (49.4%) 23,018 (32.6%) △29,232 △55.9% 

 国内民間 1,920  (1.8%) 3,260 (4.6%) 1,339 69.7% 

 海外 5,153 (4.9%) △149 (△0.2%) △5,302 － 

 計 59,324  (56.1%) 26,129 (37.0%) △33,195 △56.0%

建 

築 

 国内官公庁 11,142 (10.5%) 7,423 (10.5%) △3,718 △33.4%

 国内民間 33,992  (32.2%) 37,167 (52.6%) 3,175 9.3%

 海外 1,249   (1.2%) △29 (△0.1%) △1,278 －

 計 46,384  (43.9%) 44,562 (63.0%) △1,822 △3.9%

合 

計 

 国内官公庁 63,393  (59.9%) 30,442 (43.1%) △32,951 △52.0%

 国内民間 35,912  (34.0%) 40,427 (57.2%) 4,515 12.6%

 海外 6,402  (6.1%) △178 (△0.3%) △6,580 －

 計 105,708 (100.0%) 70,691 (100.0%) △35,017 △33.1%

 

  （注）（ ）内のパーセント表示は、構成比率を示します。
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